
10月

▲献花する岡村市長

　6日、市役所多目的ホールで戦没者を慰霊する平
和祈念戦没者追悼式が行われ、遺族らが戦争犠牲者
の冥福を祈り、平和を誓いました。
　式典は二部に分かれ、第一部では、岡村市長が「次
の世代へ語り継いでいくことが、令和の時代にはよ
り重要」と式辞を述べました。第二部では、被爆地・
長崎に派遣された中学生平和大使8人が「平和に向け
たメッセージ」を発表。最後には、北山小学校の児童
と参加者による『故郷』の合唱も行われました。

　10日、横根グラウンドで初期消火競技会が開催され、市内
の防火危険物安全協会会員の35事業所から約150人が参加
し、白熱した戦いを繰り広げました。
　この競技会は、会員事業所の自主防災体制の確立を図ること
を目的に毎年開催され、今年で27回目。個人男女の部と団体
の部に分かれ、消火活動技術のタイムや行動の正確さを競いま
した。

　長距離を移動し「旅するチョウ」と呼ばれるアサギマダラが、
二ツ池公園の敷地内に咲くフジバカマに飛来しているのが確
認されました。市は、5月下旬に市民参加のフジバカマ苗植え
イベントを実施し、8月には白い花が咲き始めていました。ア
サギマダラが初めて確認されたのは、10月上旬。多い時には、
一度に5匹ほど集まり、きれいな薄青の羽を持つアサギマダラ
に、二ツ池公園を訪れた人はうっとりしていました。

▼消火器で火を消す参加者 ▼フジバカマの蜜を吸うアサギマダラ

平和への誓い　新たに
平和祈念戦没者追悼式

初期消火の技を競う
初期消火競技会

旅するチョウ　大府を訪問
アサギマダラが二ツ池公園に飛来
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広報おおぶの紙面を飾ってくださる方を大募集!
　募集しているのは、「みんなにごあいさつ」「表紙などの読者モデル」。
掲載された方には、掲載した写真を、広報おおぶの表紙風に加工してプレゼント。記念に1枚いかがですか？　 
詳細は市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　広報広聴課　☎（45）6214　死koho-obu@ma.medias.ne.jp

3歳以下のおおぶキッズをご紹介!　
掲載希望の方は広報広聴課へご連絡ください。
広報広聴課　☎（45）6214

稲葉 葵
あおい

くん

健さん（父）　裕美さん（母）

ボクは、踏切が大好き☆　ダンス
とお歌も大好きで、トトロをよく
歌います。お家では、お料理を見
て一緒に作ったり、お手伝いをし
てくれます♡　そんな優しい葵く
んが、パパもママも大好きだよ♡

いつもニコニコ、元気いっぱい
の航星です。とにかく遊ぶこと
が大好き！　常に動き回ってい
ます。家族は毎日体力勝負！　
健やかにすくすくと育ってね☆

青木 航
こうせい

星くん

聖隆さん（父）　知里さん（母）

平成28年9月29日生まれ 平成30年9月11日生まれ

5月で3歳になりました。ママの
お手伝いが好きで、掃除機をかけ
ていると後ろから付いてきます。
最近はお料理にはまり、毎日一品
パパに作っています。パパもママ
もサラの笑顔が大好き！！

川久保 紗
さ ら

愛ちゃん

秀樹さん（父）　彩乃さん（母）

平成28年5月19日生まれ

さくらの会(柊山町）

◆日時　　毎月第2・4木　午前10時～11時半
◆場所　　ふれ愛サポートセンター スピカ
◆料金　　500円／月
◆内容　　介護予防のための健康体操
◆問い合わせ　日野英子さん☎（47）4844へ。

　この会は笑顔が1番をモットーに皆で楽
しく健康体操をしています。活動11年目
を迎えますが、回を重ねるごとに皆若返っ
てきています。男性の方も大歓迎ですので 
一緒に楽しく体操しましょう。

あなたのまちのふれあいサロン

開催情報
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　総合的な学習の時間の一環として、５年生が稲刈り体験を
しました。鎌を使った稲刈りの説明を受けた後、いざ刈り取
り開始。ほとんどの子どもたちが初めての稲刈り体験で、最
初は慣れない様子でした。時折姿を見せるバッタやカエルに
歓声をあげながらも徐々にこつをつかんだようで、大人顔負
けに稲を刈る児童もいました。刈り取り以上に子どもたちを
悩ませたのは稲を束ねる作業で、２人掛かりで協力しながら
一生懸命に束ねていました。
　この体験を通して、米づくりの大変さを学ぶとともに食へ
の感謝の気持ちを改めて実感したことと思います。

吉田小学校　稲刈り体験（10月３日）

学び舎探訪

ラスク

① バターを湯煎しマーガリン状に溶かし、グラニュー糖と混ぜ
ます。

②  パンは１枚を半分に切り、①を塗ります。
③ ②をオーブントースターで焼き色がつくまで加熱します。

材 料 （4人前）

薄切り食パン ２枚
バター 20㌘

グラニュー糖 大さじ１

吉田保育園給食調理員さん

☆料理のポイント☆

バターを全て溶かしきらず、乳

白色のままにすると、混ざりや

すく、パンに塗りやすいです。

吉田保育
園で5つ星

！

作 り 方
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大府市若者駅前プロジェクト実行委員会

市民が誇れるイルミネーションに

　

11
月
30
日
（土）
か
ら
点
灯
さ
れ

る
大
府
駅
東
西
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
。
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
企
画
は
大
学
生
な
ど
若

者
が
主
体
の「
大
府
市
若
者
駅
前

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」

が
、
地
域
と
連
携
し
自
ら
デ
ザ

イ
ン
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
今
回

そ
の
実
行
委
員
長
の
渡
瀬
拓
哉

さ
ん（
写
真
二
列
目
中
央
）と
副

委
員
長
の
原
田
優
太
さ
ん（
写
真

二
列
目
右
）か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。「
大
府
駅
前
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
か
っ
こ
よ
く
し

て
、
市
民
の
誇
り
に
し
た
か
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
を
自
分
た
ち

の
よ
う
な
若
い
世
代
で
造
っ
て

い
け
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
魅
力

を
感
じ
、
若
い
世
代
の
意
見
を

具
現
化
す
る
た
め
に
は
学
生
の

最
年
長
で
あ
る
自
分
た
ち
４
年

生
が
ま
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
」と
委

員
会
加
入
の
き
っ
か
け
を
話
し

ま
す
。

　

５
月
か
ら
話
し
合
い
を
始

め
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
案
、
協
賛
金
集
め
、
点
灯
式

で
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
立
案
、
イ

ベ
ン
ト
の
P
R
な
ど
11
月
の
点

灯
に
向
け
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
準
備
を
し
て
き
た
２

人
。「
高
校
生
か
ら
社
会
人
ま

で
様
々
な
人
が
所
属
し
て
い
る

組
織
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
が
出
し
や
す
い
よ
う
な

雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し

た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
会
議
は

毎
回
活
発
に
意
見
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
皆
の
意
見
を
実

現
す
る
た
め
の
調
整
が
大
変
で

し
た
」と
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
振

り
返
り
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

「
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
成
功
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
今
後
も
少
し
ず
つ
形

を
変
え
な
が
ら
続
い
て
く
れ
る

と
一
番
う
れ
し
い
で
す
」と
先
の

こ
と
ま
で
見
据
え
て
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
し
て
い
る
２
人
。
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
ま
で
あ

と
少
し
。
彼
ら
の
熱
い
思
い
が

大
府
の
駅
前
を
鮮
や
か
に
照
ら

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ラグビーワールドカップ日本大会が盛り上がりを見せています。各国選手のすばらしいプレーに感動し、試合後のノーサイ
ドの精神に感銘を受けている方もいらっしゃるのではないでしょうか。台風19号での甚大な被害。大変な思いをされている
方、被害の状況に心を痛めている方の思いを胸に、日本代表の選手もone teamとなって立ち向かい、倒れても倒れても戦い
続ける姿勢を見せてくれました。この道をずっとゆけば最後は笑える日が来る。前を向く勇気をもらえた時間でした。（加）
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